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１．議事日程（第３日目） 

  （平成２０年度安芸高田市予算審査特別委員会） 

平成２０年３月７日 

午前１０時００分 開議 

於  第１委員会室 

 １、開 会 

 ２、議 題 

 （１）議案第５３号 平成２０年度安芸高田市一般会計暫定予算 

 

 ３、散 会 

 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（１８名） 

   委員    亀 岡   等      委員    秋 田 雅 朝 

   委員    明 木 一 悦      委員    田 中 常 洋 

   委員    加 藤 英 伸      委員    川 角 一 郎 

   委員    塚 本   近      委員    赤 川 三 郎 

   委員    松 村 ユキミ      委員    藤 井 昌 之 

   委員    青 原 敏 治      委員    金 行 哲 昭 

   委員    杉 原   洋      委員    入 本 和 男 

   委員    今 村 義 照      委員    玉 川 祐 光 

   委員    岡 田 正 信      委員    渡 辺 義 則 

 

 

 

３．欠席委員は次のとおりである。（１名） 

   委員    青 原 敏 治 

 

 

４．委員外議員 

   議長    松 浦 利 貞 

 

 

５．安芸高田市議会委員会条例第１９条の規定により出席した者の職氏名（２１名） 

  市 長  児 玉 更太郎  副 市 長  藤 川 幸 典 

  総 務 企 画 部 長  新 川 文 雄  政 策 推 進 部 長  田 丸 孝 二 

  行 政 経 営 課 長  森 川   薫  教 育 長  佐 藤   勝 

  教育次長（兼）教育総務課長  益 田 博 志  生 涯 学 習 課 長  箕 越 秀 美 

  生涯学習課主幹  坂 本 克 義  生涯学習課主査  児 玉   晃 

  生涯学習課主査  大 川 美 嗣  学校教育担当課長  大 下 典 子 
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  教育総務課主幹  平 川 博 秀  教育総務課主査  中 川 雅 夫 

  教育総務課主査  大 野 泰 典  吉 田 幼 稚 園 長  田 丸 文 枝 

  吉田教育分室長（兼）八千代教育分室長  富 田 道 明  美土里教育分室長（兼）高宮教育分室長  小 田 洋 介 

  甲田教育分室長（兼）向原教育分室長  高 橋 義 照  八千代教育分室主幹  沖 本   博 

  甲田教育分室主査  秋 重 正 義 

 

 

 

６．職務のため出席した事務局の職氏名（３名） 

  事 務 局 長  増 本 義 宣  主 査  児 玉 竹 丸 

  主 任  国 岡 浩 祐 
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   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時００分 開議 

○入 本 委 員  皆さん、おはようございます。 

 前日に引き続き会議を再開いたします。 

 ただいまの出席委員は18名でございます。定足数に達しておりますの

で、これより予算審査特別委員会を開会いたします。 

 本日の審査日程は、お手元に配付したとおりでございます。 

 議案第53号、平成20年度安芸高田市一般会計暫定予算のうち教育委員

会に係る部分を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 益田教育次長。 

○益田教育次長（兼）教育総務課長  おはようございます。 

 それでは、教育委員会の関係の平成20年度の一般会計の暫定予算につ

いて、お手元に配付されております資料に基づきましてご説明をさせて

いただきたいと思います。 

 資料の19ページから24ページまでが教育委員会の関係でございます。

私が総務課長を兼務しておりますので、私のほうから教育委員会の総務

関係の予算の概要を説明させていただきまして、それから学校教育担当

課長、生涯学習課長からそれぞれこの資料に基づきましてご説明を申し

上げますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、19ページをお願いいたします。まず、教育委員会費の暫定

予算79万円。これの主なものは、人件費の57万円の委員等報酬でござい

ます。 

 次の事務局費で事務局総務管理費346万6,000円。これのうち主なもの

は、物件費の338万円の事務機器リース等でございます。 

 次の学校教育管理費（事務局費）でございますが、4,390万6,000円。

これの主なものは、人件費の1,062万円は教育介助員、非常勤講師の人

件費でございます。392万円の扶助費は、小・中の就学援助費でござい

ます。物件費の2,225万7,000円のうち主なものは、民間のＡＬＴの委託

業務1,520万でございます。また、補助費等の659万5,000円、これは負

担金等でございます。 

 以上が総務課関係でございます。 

 続きましては、学校管理等につきましては学校教育担当課長のほうか

らご説明を申し上げます。 

○亀岡委員長  大下学校教育担当課長。 

○大下学校教育担当課長  それでは、2項の1目学校管理費以降を学校給食費まで私のほうで説明

をさせていただきます。 

 小学校費、学校管理費でございますが、小学校管理費、事務局費、そ

れから共同事務室3室、小学校13校の管理運営費を計上しております。

事業番号227、小学校管理費でございますが、4,786万1,000円のうち主

なものは物件費でございまして、その物件費の主なものでありますけれ
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ども、事務機器リース、それからスクールバスの運転委託等々を計上し

ております。 

 それから事業番号228番、229番、そして243番、共同事務室3室の運営

費でございますが、主なものは校舎清掃、警備委託等の業務委託料、そ

れから消防設備、冷暖房施設等の保守点検委託料、そういったものが主

な物件費でございます。 

 また、243番の小学校共同事務室、甲田、向原につきましては、19年

度より本格実施になりまして、20年度より新たに設定をさせていただき

ました事業でございます。皆増ということになっております。 

 それから小学校13校につきまして管理運営費を計上しておりますけれ

ども、特に230番の吉田小学校、それから236番、船佐小学校につきまし

ては他校と比べまして暫定予算の額が多くなっておりますけれども、補

助費が、これは通学費の助成ということで、吉田小学校の補助費等196

万1,000円のうち186万1,000円が通学助成、それから船佐小学校147万

2,000円のうち140万2,000円が通学助成ということで、この2校について

額が大きくなっております。 

 続きまして、3項の中学校費でございます。中学校費、1目の学校管理

費でございます。こちらには中学校の管理費、事務局費、それから共同

事務室3室、中学校6校、そして朝光寮の管理運営費を計上させていただ

いております。 

 事業番号244番、中学校管理費2,583万3,000円でございますが、主な

ものは物件費、事務機器リース957万8,000円、それからスクールバスの

運転業務委託料315万4,000円、そして中体連参加等のバスの借り上げ料

300万円でございます。 

 245番、246番、それから次のページに行っていただきまして、254番

の事業につきましては小学校と同じく3室の共同事務室の事業費であり

ますけれども、小学校と同じく中学校6校の業務委託料、そして保守点

検委託料等を計上しております。また、中学校におきましても小学校の

ときに説明を申し上げましたように共同事務室が甲田、向原新設という

ことで、新たに予算計上をしております。それから中学校6校につきま

しては、小学校のときに申し上げましたように6校分を計上しておりま

す。主なものは事務機器のリースでありますとか、それから業務委託料、

そういったものでございます。 

 253番、朝光寮でございますが、朝光寮の暫定予算額458万5,000円の

うち物件費315万9,000円。主なものが派遣業務委託料、それから補助費

等につきましては居住補助金139万円、それが主なものでございます。 

 続きまして、4項の幼稚園費でございます。吉田幼稚園の運営費を計

上しております。202万1,000円でございます。その主なものが人件費72

万は、非常勤講師1名分の報酬でございます。物件費119万6,000円のう

ちの主なものは、警備委託等の業務委託料でございます。 

 続きまして、6項保健体育費の3目学校給食費でございますが、学校給
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食にかかわる総務管理費、それから5つの共同調理場の管理運営費を計

上しております。 

 256番、学校給食総務管理費2,338万9,000円でございますが、その主

なものは物件費2,267万6,000円となっておりますけれども、19年度にお

いては各調理場等に計上しておりましたものを、こちらの総務管理費の

ほうに一括して事務処理をするために組み替えたことにより額のほうが

ふえております。給食配送の業務委託でありますとか調理員の派遣業務

委託料、そういったものが物件費の主なものでございます。以上です。 

○亀岡委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  それでは続きまして、生涯学習課における暫定予算の説明をさせてい

ただきます。 

 10款の教育費、5項の社会教育費、1目の社会教育総務費でございます。

その中で263番の社会教育施設維持管理費につきまして暫定予算額6,300

万3,000円でございますが、主なものといたしまして物件費の6,273万

3,000円でございます。主なものとしてですが、物件費の甲田公民館管

理業務委託料ほか5件分の委託料でございます。また、八千代文化施設、

フォルテほか2件分の2,927万1,000円の指定管理委託料でございます。

それが主なものでございます。 

 続きまして、2目の生涯学習推進費でございますが、その中で267番の

成人教育事業費でございます。217万8,000円でございますが、物件費の

同じく217万8,000円でございます。これはＩＴ講習会、パソコン講座の

業務委託料、そしてそれに対する事務機器のパソコンの使用料、5年リ

ースでございますが、これを計上して217万8,000円を計上させていただ

いております。 

 続いて、5目の図書館費でございますが、271番、図書館事業費2,416

万3,000円でございますが、そのうち物件費が2,344万円でございます。

これは人材派遣業務の業務費でございまして、これが910万円。図書司

書ほか司書補助を含めた派遣業務費でございます。そしてそのほか図書

館システムリース代、これも物件費の中に入ってございまして、これが

960万、ツールアイといいまして図書データの使用料、これが31万5,000

円相当が入ってございます。そして一般備品といたしまして図書の購入

を138万円を計上させていただいております。 

 続きまして、7目の文化芸術振興費でございます。274番、文化芸術振

興事業費でございますが、1,552万8,000円、うちの物件費が1,415万

4,000円でございます。主なものといたしまして、市民文化センターを

中心にした地域の文化センターを利活用するという文化事業開催委託料

として600万円、またセンターギャラリー企画展といたしまして八千代

の丘美術館の企画展の開催委託311万円等でございます。 

 そして続きまして、8目の文化財保護費でございますが、276番の文化

財保護事業費620万3,000円でございます。主なものといたしましては、

試掘調査業務委託、これが315万円、それと204万円9,000円の補助費で
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ございますが、これは子ども歌舞伎保存会補助金ほか204万9,000円の補

助金でございます。 

 6項の1目保健体育費の保健体育総務費でございますが、278番の体育

施設維持管理費でございます。1億9,392万7,000円、そのうち物件費が

ほとんどでございまして、1億9,223万3,000円でございますが、主なも

のといたしましては体育施設の管理委託、また広場除草の管理委託、そ

して特にウエートが高いのは指定管理委託料、吉田運動公園2,367万

7,000円ほか指定管理が1億6,278万2,000円という金額になります。 

 そしてページをめくっていただきまして、23ページ、2目のスポーツ

振興費、279番のスポーツ振興団体育成事業費でございますが、162万円。

これは補助費等の162万円でございまして、これは大会の運営補助金と

いたしまして162万円を計上させていただいております。以上でござい

ます。 

○亀岡委員長  それでは、これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 明木委員。 

○明 木 委 員  暫定予算書75ページに教育委員会費の中で交際費というのが上げられ

ているわけですけど、その交際費というのはどのようなものを目的に使

われようとされて上げられているのか。前年度何かに使われて、暫定で

もこれを上げていかないといけないという予想のもとに行われていると

思うんですけど、昨年度の実績と、そのために今回こういうのが必要だ

ということで、その説明を求めます。 

○亀岡委員長  暫時休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時１７分 休憩 

      午前１０時１８分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○亀岡委員長  再開いたします。 

 益田教育次長。 

○益田教育次長（兼）教育総務課長  ただいまの明木委員のご質問にお答えします。 

 この交際費は、ご存じのように教育長、教育委員会の交際費でござい

まして、暫定の中で10万円計上させていただいておるのは教育委員会と

して香典等を出させていただく場合がございますので、それに備えての

暫定の予算計上でございます。 

○亀岡委員長  明木委員。 

○明 木 委 員  もう一つの質問があったんですけど、昨年の実績にそれは基づいてと

いうことかどうかということです。 

○亀岡委員長  益田教育次長。 

○益田教育次長（兼）教育総務課長  昨年の実績の中でそのように香典等も支出させていただいております

ので、それに備えての金額の計上でございます。 

○亀岡委員長  ほかにありませんか。 
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 藤井委員。 

○藤 井 委 員  1点お伺いします。20ページの学校管理費、小・中学校で投資的事業、

これは工事請負費として上がっていると思うんですけども、どの箇所を

指しておられるのか、お伺いしたいと思います。 

○亀岡委員長  大野主査。 

○大野教育総務課主査  中学校の工事請負費100万円につきましては、緊急に6月までに対応す

る必要があった場合に予算措置がないと対応できないということで、そ

の分だけ予算の確保をお願いしております。以上です。 

○亀岡委員長  藤井委員。 

○藤 井 委 員  今の答弁は中学校の100万円の答弁だろうと思うんですけども、小学

校に520万上がっておりますよね。 

○亀岡委員長  大野主査。 

○大野教育総務課主査  小学校につきましては、来原小学校のプールのプールサイドが傷んで

おり、プールの開始までにそれを改修したいというように考えておりま

すが、6月の15日ごろ通常プール始まりますので、それまでの改修を計

画をしております。以上です。 

○亀岡委員長  藤井委員。 

○藤 井 委 員  中学校に関しては、この3カ月の暫定予算で緊急が生じたらいけない

ので100万円の投資的事業という予算組みをされているわけですね。 

 小学校については520万、これすべて今答弁がありました来原小学校

のプールの改修に充てるのか、それとも緊急時のための予算計上はされ

ているのか、もう少しそこらを丁寧にご説明いただかないといけないと

思うんですが。 

○亀岡委員長  大野主査。 

○大野教育総務課主査  小学校につきましては、プールの周辺につきまして350万程度、残り

の150万程度を緊急対応とするように考えております。以上です。 

○亀岡委員長  ほかにありませんか。 

 藤井委員。 

○藤 井 委 員  今回3カ月の暫定予算ということでございますけども、小・中学校に

関してはそれぞれ年次計画を立てていろいろ改修事業なりあろうかと思

うんですね。そこらあたりの見通しというのはどうなんでしょうかね。

年間的なものというわけにはいかないと思うんですけども、たちまち今

回暫定予算でございますが、そこらの少し見通しをお聞かせいただけれ

ばと思うんですが。 

○亀岡委員長  益田教育次長。 

○益田教育次長（兼）教育総務課長  ただいまの工事関係のご質問でございますが、ご指摘のとおり工事を

19校、小学校13校、それから中学校6校抱えております。その中でどの

学校も今の美土里を除いては耐用年数的なものも来ておりまして、それ

相当の修繕が毎年かかっている状況でございます。全体としては今後の

耐震化計画、そういうものの中で全体計画を立てた上での改修というこ

とにかかってこようと思います。ただ、それまでの間、必要最小限の修
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繕を行っていくという考え方で毎年の学校から修繕箇所の要望を出して

いただきまして、それの中で緊急度の高いものから予算化をしていただ

きまして、実施をしていくようにしております。以上でございます。 

○亀岡委員長  今村委員、どうですか。 

○今 村 委 員  二、三点お伺いをいたします。 

 中学校の共同事務室ということで甲田、向原地区が新たに設置された

ということでございますが、この新規の効果的な状況についてどういう

ふうにお考えなのか。 

 それと一部の小学校では通学助成が組まれておりますが、今2校だけ

の説明がございましたが、ほかな学校の関係の通学についてのそういっ

た助成なり要望はどういったような実態にあるのか、その辺ちょっとそ

こだけお聞きをしたい。 

○亀岡委員長  大下学校教育担当課長。 

○大下学校教育担当課長  共同事務室3室が設置されたことでの効果的な状況という1点目のご質

問でありましたけれども、安芸高田市内すべて本格実施になったことで

事務処理が3つの共同事務室単位で同じように処理ができるということ

がございます。例えば灯油の購入等の契約につきましても、それから清

掃委託等につきましても共同事務室単位で契約書をつくっていく、そう

いったような事務処理が統一されて簡便になっているという効果的な状

況がございます。 

 それから2点目の通学助成のことでありますけれども、吉田小学校、

船佐小学校につきましては定期券を交付する、そういった形の助成方法

をとっております。他の学校につきましては実績に基づいて現金を助成

する、そういうことがございますので、定期券購入の場合は年度当初に

通年の額の負担行為を起こさなくてはいけないということで、こちらの

ほうに年間の所要額の計上をさせていただいているということで額が大

きくなっております。他の学校につきましてもそれぞれ規則にのっとり

まして通学助成をいたしますけれども、3カ月分の予算を計上させてい

っていただいている、そういう状況でございます。以上です。 

○亀岡委員長  ほかにございませんか。 

 今村委員。 

○今 村 委 員  社会教育施設の関係でございますが、特に少年自然の家の管理運営費

として1,023万5,000円計上されております。そして委託料として、これ

総額だろうと思うんですが、6,533万余り計上されているわけです。そ

れで少年自然の家の業務委託に関してはどの程度見込んでおられるのか、

その点をお伺いしたいと思います。 

○亀岡委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  それでは、今村委員さんの質問でございますけども、少年自然の家の

業務委託でございます。主なものといたしましては、食堂業務、これが

237万6,000円、そして清掃業務委託が122万円、これが主なものでござ

います。以上です。 
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○亀岡委員長  ほかにありませんか。 

 藤井委員。 

○藤 井 委 員  教育委員会の所管の施設に自動販売機を設置されていると思うんです

が、これは何台ぐらいございますか。 

○亀岡委員長  暫時休憩にいたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時３０分 休憩 

      午前１０時３６分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○亀岡委員長  益田教育次長。 

○益田教育次長（兼）教育総務課長  ただいまの自動販売機の設置台数の件ですが、各分室ごとでちょっと

集計時間がかかるので、申しわけないんですが、全体をつかんでおりま

せんので、まことに申しわけございません。ただいま集計いたしますの

で、時間をいただきたいと思います。 

○亀岡委員長  藤井委員。 

○藤 井 委 員  唐突なことを聞きまして、担当課のほうも大変だろうと思うんですが、

総務課も全庁舎何台ぐらいあるものかお伺いしたい。 

 どういうことでこういったことを聞くかということは、今自動販売機

いろいろ業者との契約で設置はされていると思うんですけども、今ＡＥ

Ｄを設置した自動販売機が、これただでいわゆる置けるわけなんですね。

そういうことになると、すべてＡＥＤが設置された自動販売機を設置し

ていくと、本市にどれだけのいわゆるＡＥＤの設置数が多くなってくる

かということにつながってくると思うんですね。先般も中国新聞でＡＥ

Ｄの効果率についてどうのこうのあったようでございますが、そうは言

いましても緊急時のための自動除細動器、これも本市としても力を入れ

てあちこちへ設置しているわけですね。しかし、今の設置については予

算的にもかなり影響が出てくるであろうと思いますので、したがって設

置数が少ないわけでございますよね。今申し上げた自動販売機、今の設

置に対する業者との契約がどのようになってるかわかりませんけれども、

もしそれがいわゆる契約変更ができたり、新たなそういう契約に際して

のときに、もう既に自動販売機のところへＡＥＤが設置してあるという

ものであれば、私はこの普及率というのはかなりの部分につながってく

ると思うんですよね。そういうことについて検討する余地があるのかど

うかお伺いしたいと思います。 

 教育委員会だけじゃなくて総務部長も出席していただいてますので、

そのあたりのご答弁がいただければ。 

○亀岡委員長  新川総務企画部長。 

○新川総務企画部長  確かにご指摘いただきます関係につきましては、今回アージョの関係

でそうした業者等の対応の見積もり提案というのも出させていただいて

おります。現在手持ち資料今、財政課長が持ってきましたが、細部にわ

たってのそういった取り組みをさせていただいたことにつきましてはち
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ょっと下のほうに書類を持っておりますので、暫時休憩をお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

○亀岡委員長  暫時休憩にいたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時０８分 休憩 

      午前１１時１０分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○亀岡委員長  それでは再開いたします。 

 休憩前の藤井委員の質疑に対する答弁を求めます。 

 新川総務企画部長。 

○新川総務企画部長  どうも済みません。今年度こうした自販機につきましては、アージョ

が建設されたことによって市内のメーカーの取扱店さん、またいろんな

各種そうした取扱店から指名願が出されたわけであります。そういう状

況の中でこの導入計画につきましては統一的な仕様書をつくらせていた

だいて、各社から提案をいただいて、そこで一番市が有利になるものを

取り扱ったという経過でございます。 

 それで今までの導入してあることにつきましては今までの計上の中で

取り組んでいるわけですが、現在19年度で全体把握しておりますのが24

台ございます。先ほど教育委員会部局からもありましたけども、総務課

のほうで掌握しておりますのが各教育分室に5台ございます。それと消

防本部に2台、人権会館に1台、クリスタルアージョに3台、向原支所に2

台、甲田支所に1台、同じく高宮支所に1台、美土里支所に2台、八千代

支所に4台、本庁に3台という経過でございます。 

 その中でクリスタルアージョの3台でありますけども、その中でＡＥ

Ｄの設置型で委託契約したものが1台ございます。現在20年度に向けて

は3台をふやしまして6台にするという今計画を持たせていただいており

ますが、その中でやはりＡＥＤの内蔵のこうした自販機につきましては

ある程度広いスペースでないと、その中に内蔵されている関係で、現在

クリスタルアージョの1階の市民広場のとこにジュースコーナーをつく

っておりますが、そこの中では設置できない、幅のスペースがないわけ

ですね。そういうことで1台については分離型を設置をさせていただい

ております。そのことは1階のエレベーターの前に分離型ということで

ＡＥＤを1台導入をさせていただいておるという状況でございます。 

 それでこのＡＥＤとか、また災害対応型の自動販売機とか、今各メー

カーさん等もいろいろ研究されて、やはり使用頻度の多いとこについて

それを設置すればある程度利潤は上がるわけですが、現在このＡＥＤ等

のついているものについては行政財産の貸し付け等も免除ということで

販売手数料も免除しております。そういうことで1本売ればやはり30円

から40円ぐらいまでの手数料が入ってくるわけですから、もう少し1年

の経過の利用度を見させていただいて、どれだけのメリット性が出てく

るかというのは今後の大きなチェックが必要であるんじゃなかろうかと
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いうように思ってます。販売手数料をもらってＡＥＤを買うのがいいの

か、そこらのところは今回スタートしたばかりでありますので、1年の

経過を見させていただくのと同時に、どれだけの本数がやはり売れるの

か。やはり売れるとこでないとそういうのはメリットがないかなという

ような思いもしておりますので、十分そこらの点はある程度考えさせて

いただきたい。 

 そういうことで販売手数料がやはり入るという関係と、電気代も入れ

ていただいております。全部子メーターの電気をつけていただいて、キ

ロ当たりメーターの単価につきましては12円27銭と11円16銭というよう

な小さい単価で毎月の単価を統一的に開かせていただいて、財産の使用

貸し付けについては平米当たり1,000円という形の中でやっていただい

ておりますし、水道代が要る場合には月290円ということで原価に係る

経費を分別させていただいてそういうような方法をとらせていただいて

おります。 

 販売手数料は各社によって全部違いますので、120円のやはり1本売れ

れば44.6円ほど1本当たり販売手数料が入ります。150円でありますれば

55.8円、1本当たりですね。だから高く売っているのは事実なんですね。

もうウォンツであれば150円のあれが100円ぐらいで売れてますんで、余

り高く設定していると売れないかなという思いもしておりますし、これ

も今後のこうしたある程度サービス的なような関係もありますので、十

分この点は研究を重ねさせていただきたいというように思っております。

以上でございます。 

○亀岡委員長  教育委員会として答弁されますか。今のが含まれているので、いいで

すね。 

 ほかにございませんか。 

 山本委員。 

○山 本 委 員  図書館費のほうについてちょっとお聞きするんですけど、2,416万

3,000円が図書館事業費の中で、主なものは委託料と説明された中で、

備品購入費138万円、これは主にどういう教材なのか、どういうものを

目的な備品の購入をされているのかというのと、図書館が始まって、開

設されまして3カ月ぐらいになると思うんですが、その利用状況、実態

と、それで今後利用者数を把握されましていろいろ考えなくてはいけな

い問題点が何点かやっている中であらわれた部分があるのかどうか、そ

こら辺をちょっと、まだ日にちが浅いのでありますけれども、せっかく

いい図書館としての状況の中での利用者の方がどのような考え方でどう

されているかという点がありましたらこの際お聞きしたいと思うんです

が。 

○亀岡委員長  富田吉田教育分室長。 

○富田吉田教育分室長（兼）八千代教育分室長  ただいまの質問でございますが、図書購入、どのようなものを購入

しているかということと今の図書利用の実態ということだったと思いま

すが、購入でございますが、今図書館のほうへ利用者が来られているわ
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けですが、この安芸高田市の図書館6館ございます。これらを含めて全6

館の司書がこの中央に集まりまして、どの本が必要かというようなのを

選書会議を開きまして購入をしているというのが実態です。それを各館

にまた分けていくのと、それから中央図書館に何冊置くというふうにし

ながら選書しております。 

 貸し出しの実態でございますが、他の館のほうはちょっと把握してお

りませんが、これちょっと資料持っておりませんのであれなんですが、

1日貸し出しが今100人程度だったと思います。今ちょっと資料がござい

ませんのであれですが、吉田図書館の時代は50人程度、1日ですね、貸

し出し、倍にはなったと思っております。以上でございます。 

○亀岡委員長  山本委員。 

○山 本 委 員  この備品購入の138万円というのは、まだまだあれですね、これは暫

定ですから当然計画を持っておられる分が十分あると把握していいんで

すね。 

○亀岡委員長  富田吉田・八千代教育分室長。 

○富田吉田教育分室長（兼）八千代教育分室長  図書購入でございますが、19年度までに4万冊設置するということで、

一応4万冊は完了いたしました。あと4年でもう1万冊を購入いたしまし

て、5万冊の図書館にしていくという計画でございます。今の予定では

その冊数は達成すると見ております。ことし、20年度はですから約

2,500冊購入をする予定でございます。暫定ではまだ予算はついており

ませんが、そのつもりでおります。 

○山 本 委 員  よろしいです。 

○亀岡委員長  ほかにありませんか。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  教育委員会の事業費の226番でＡＬＴの委託料1,520万と伺ったんです

が、当然3カ月だろうと思うんですが、このＡＬＴの契約方法というの

は、これは委託になるのか直接か、それから何名で、勤務先というんで

すか、待機所というんですか、これはどのように考えているか伺いたい

と思います。 

○亀岡委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育担当課長  学校教育管理費、物件費の中のＡＬＴ関係の委託料1,520万のご質問

でしたが、契約の方式は20年度は業者を指名をさせていただきまして、

プロポーザル方式を取り入れた随意契約で契約をしていきたいというふ

うに考えております。 

 人数は、民間が4名でございます。 

 ですから1,520万につきましては民間のＡＬＴ4名分の業務委託料とい

うことになります。 

 配置先等についてはまだ検討しておりますけれども、すべての学校、

それから幼稚園、保育所、そして生涯学習関係の英会話教室の講師等の

業務を担っていただくように計画をしております。ただいま検討中とい

うことで3つ目の質問についてはお答えをします。以上です。 
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○亀岡委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  4名いうことになると本人の居場所ですよね、この居場所なんかは、

今のように業者との契約ということになりますとどこに通常待機してい

るというんですか。 

 前には分室におられたりとか学校におられたりとかいうケースがあっ

たと思うんですが、そういうサポートできる、住宅関係もだから民間契

約ですから学校関係は一切関係ないというふうな状態になろうと思うん

ですが、それで今回は3カ月で多分やられると思うんですが、この学校

教育関係の既に年間的な学校行事等を先ほどありましたように組んだと

きに、こういう予算の組み方で果たして私はいいんかなと思うんですが、

その点については契約内容がどのようにされようとしてるのか。 

 3カ月たったらまた随意契約されるのか、年間契約ならこのパーセン

テージが、これ年間契約の予算ではないと思うんですが、そこらのあた

りをもう少し具体的にお願いしたいと思います。 

○亀岡委員長  大下学校教育担当課長。 

○大下学校教育担当課長  大変失礼をいたしました。この契約につきましては、通年の契約とい

うことで、年間の所要経費でございます。 

 それからこの1,520万の業務委託料につきましては民間のＡＬＴ4名と

いうことでありますが、ＪＥＴ派遣がまだ1名おりますので、ＡＬＴ総

数でいいますと5名ということになります。 

 それから居場所でございますが、例えば月曜日は何々学校ということ

でありましたら授業時間以外の時間も子どもたちと触れ合う、そういっ

たことを大事にしていきたいというふうに思いますので、曜日によって

居場所が違うことにはなりますけれども、勤務時間目いっぱいその所属

のところでしっかり活動をしてもらいたいというふうには考えておりま

す。 

 業務委託でありますので、これは業者と、そして教育委員会とがサポ

ート体制につきましてもこれから話をしていくということになろうかと

思います。以上でございます。 

○亀岡委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  暫定という非常に調査しにくい予算編成になっているわけでございま

すが、教育現場においては先ほど申しましたように年間的なもの、そし

て今のようにＡＬＴのインフラ整備と、インフラといったら生活基盤で

すよね。ここらのあたりも非常に不安をやるというふうに聞いたりして

いるわけですが、金銭的な面も大変ですけど、ある程度講師のＡＬＴの

先生ですね、それらの扱いも契約内容がどういうふうになっているか、

後ほど教育委員会行って見させてもらえばよろしいかと思いますが、そ

のあたりもこの件については要望して質問を終わります。 

 次に、学校管理費で、先ほど同僚委員も、甲田、向原が小・中ともふ

えて、皆増となっているわけですが、3校についてのパーセンテージで

あらわすと、これは3カ月ではどのような数字になってくるのか、お伺
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いいたします。 

○亀岡委員長  暫時休憩にいたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時２１分 休憩 

      午前１１時２８分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○亀岡委員長  再開をいたします。 

 益田教育次長。 

○益田教育次長（兼）教育総務課長  ただいまの入本委員のご質問ですが、小学校の共同事務室、甲田、向

原の設置に伴う皆増ということで何％の予算の計上かというご質問では

ないかと思いますが、小学校のこの甲田、向原の共同事務室の今回予算

計上させていただいておりますものは65％でございます。それから中学

校もございますので、中学校のほうは70％の計上でございます。 

 これに伴いますものは、ご存じいただきますように向原小学校、それ

から甲立、小田東、小田、これらのとこで昨年まで計上してたものがこ

ちらの共同事務室のほうへ予算計上をさせていただいておるということ

でございます。以上でございます。 

○亀岡委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  今の管理費の問題でいうと19年度の予算で対比になっているので、非

常に私も質問しにくいところがあるんですが、今の70％という数字は私

もちょっとどういうふうに理解すればいいのかなと思ったりするんです

が、あとの228と229は30％と28.2で1,300万と1,100万で、このたびの分

の65％で927万というふうに理解すると、ここらの見方はどういうふう

に理解して、19年度よりオーバーするケースになるのか、それともどの

ような見方をされて今の数字が出たんでしょうか。そのあたりを。 

○亀岡委員長  益田教育次長。 

○益田教育次長（兼）教育総務課長  ただいまのご質問にお答えいたします。 

 228番、229番の事業番号での対前年度の増減率がここに30％、28％と

いうことで、減の率での19年度の当初予算に比べての減率ということで

の暫定予算の計上のパーセントでございます。 

 先ほど申しましたのは、この事務室の設置に伴いまして各学校に組ん

であったものの金額の前年度の予算に対しまして今年度の率を申し上げ

ましたので、65ということは35％の減、70というのは30％の減というこ

とで、ほぼこの228、229に計上しております率と同様のようにお考えい

ただければと思います。以上でございます。 

○亀岡委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  だからその70が30と35％にすれば大体いいということで理解させても

らいます。 

 それで非常に今回学校管理費の問題で今伺っているわけでございます

が、物件費という扱いで一くくりでなかなか、我々も筆記能力がなくて、

暫定といえどもこれは公的資金をもう既に投入できるわけですが、大き
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い金額についてもう少し具体的なものが私たちは欲しいなと思うんです

が、これは後ほど教育委員会に聞きに来いと言われるから行きたいと思

うんですが、できたらこれだけの物件費が出た場合は、暫定といえども

公的資金なので、やはりもう少し物件費の内訳を資料としてでもいいで

すからこの予算委員会の中に提出されるのが本来の姿ではなかろうかと

思うんですが、これは教育委員会だけの問題ではないんですが、そうい

うことが一つありながらパーセンテージがひどく逸脱して数字が出るよ

うな場合には、やはりそこらのあたりも十分な説明が欲しいなと思った

りするケースがありました。 

 というのは学校給食につきましても209というのは、やっぱしここら

の物件費とは具体的なもう少し踏み込んだ分解を、このたびはここの物

件費の209について物件費の内容をゆっくり具体的にお願いしたいと思

います。 

○亀岡委員長  大下学校教育担当課長。 

○大下学校教育担当課長  学校給食費、学校給食総務管理費の2,267万6,000円の物件費の主な内

訳を申し上げます。先ほどご説明を申し上げたことですけれども、この

学校給食総務管理費につきましてはこれまで各共同調理場に分散をして

予算計上しておりました、例えば給食配送の業務委託でありますとか、

調理員の派遣業務にかかわる委託料でありますとか、そういったものを

事務処理を一括して行うためにこちらのほうに組み替えたことによる増

額ということになっております。 

 主な内訳でございますが、業務委託料、給食配送委託が663万6,000円、

それから人材派遣業務委託料800万円、し尿浄化槽管理委託料161万

7,000円、そういったものが主なものでございます。以上でございます。 

○亀岡委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  今の共同で配送するとか数字にしても2,200万にはちょっと暗算では

足りませんが、あとの数字は非常に細かいものも数多くあるのかわかり

ませんけど、共同にされることは非常に経費節減の上からいいことだと

思うんですが、これらにかかわっている共同配送なんかの感じで雇用問

題は共同配送の場合は人材はどこから来ておられますかね。 

○亀岡委員長  大下学校教育担当課長。 

○大下学校教育担当課長  配送につきましては、共同で配送ということではなく、支払いのほう

を一括処理をするということでこちらのほうに、給食総務管理費のほう

に予算を集めたということでございます。配送につきましては、これま

でどおりの方にお願いをして、これまでどおりの配送の形態ということ

になります。 

 そのほか例えば腸内検査でありますとか衛生検査でありますとか、そ

ういった5つの調理場を一括して契約事務がとれるものをすべてこちら

のほうに集めたということでございます。以上です。 

○亀岡委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  次に、生涯学習課のほうでございますが、ここも増減比率からいった
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ら、図書館費は先ほど出ておりましたけど、ひどいのはもう100％に近

いのか、これが例えば事業費でいえば276番なんかもうほとんど対前年

に比べるといっているというような、278ですね、これは年間契約でこ

こまでいっているというふうに理解してよろしいものか。大体ここの数

字については19年度の予算を計画的に上回るものがあるのか、それとも

このパーセンテージで大体理解してもいいのか、その点を総合的にご説

明をお願いします。 

○亀岡委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  ただいまの質問でございますけれども、特に278番、体育施設の維持

管理費、これ等につきましては年間、通年の委託契約ということで金額

が張っている、上回っているということでございます。 

 先ほどの説明のときにも申し上げましたけれども、主なものとすれば

やはり指定管理委託料、これが8件分、そしてそのほかグラウンド等の

除草、そして各施設のかぎ管理等の業務委託料が主でございます。以上

です。 

○亀岡委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  私が聞いたのは、1点でなくて、例えばその上の文化財保護事業はも

う年間通してこれでいくとか、それから13.7％ももうこの予算でいくと

か、それからあとは逆に成人教育事業費というのはプラスになっている

わけですが、そこらのあたりのこの数字から理解できない部分について

のご説明をお願いしたいというふうに思うんですが、今の3点について

お願いします。 

○亀岡委員長  暫時休憩にいたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時３８分 休憩 

      午前１１時３９分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○亀岡委員長  再開をいたします。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  先ほどの入本委員のご質問でございますけれども、267番の成人教育

事業、これが217万8,000円という暫定予算でございますが、冒頭説明の

ときも申し上げましたように業務委託料、これは年間、通年でございま

して、ＩＴ講習、パソコン講座の開設による業務委託料で135万8,000円

とそれに伴う事務機器の使用料、昨年よりふえた状況というのは、この

75万円、パソコンの20台分ということで計上させていただいております。

ですから成人教育につきましては、大方この事業で変わりなく執行でき

るのではないかなというふうに思っております。 

 そして276番の文化財保護事業でございますが、これは試掘の業務委

託、深瀬のほ場整備に係ります試掘でございます。これに315万円を計

上させていただいております。そして補助費のとこで204万9,000円でご

ざいます。以上でございます。失礼しました。204万9,000円です。 
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  〔274番の声あり〕 

 274番の文化芸術振興事業費でございますが、1,552万8,000円の暫定

予算でございます。その内訳とすれば文化事業の開催を委託料として

600万、これは市民文化センターを統一して一体化、一本化としたとい

うことで、他の5館との文化センターをも活用した文化事業を開催して

いくということで600万円の開催委託料として計上させております。そ

して八千代の丘美術館、これの企画展の開催の委託でございますが、こ

れも年間契約させていただきたいと思いまして311万円。そして同じく

入館作家の作品の入れかえということで今回新たに平成20年度の作家さ

んが入られる。その前に19年度の作家さんが出られるということで、そ

こらの作品の搬出、搬入等の委託も年間させていただいているというこ

とで216万円を計上させていただいております。そして補助費の124万

4,000円でございますが、これは市民文化団体連合会という会に補助金

として100万円の計上をさせていただいております。そしてあわせて文

化創造センターの運営委員会に対しまして23万4,000円の補助金でござ

います。以上でございます。 

○亀岡委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  内容より私は通年か4分の1かをちょっと確認したかったわけで、今の

267と、それから274と276、278は年間の予算として判断してもよろしい

でしょうか、再度確認します。 

○亀岡委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  委員さんがおっしゃるとおりでございます。 

○亀岡委員長  ほかにございませんか。 

 川角委員。 

○川 角 委 員  1点だけお伺いします。ページでは23になるんですが、一番上にござ

います事業番号の279の中でスポーツ振興団体育成事業費というのが162

万ほど組んであるわけですが、全体昨年対比で見れば13％ぐらいであろ

うというふうに思うんですね。そうしたときに団体数がかなりあるんじ

ゃないかと思うんですが、それぞれその団体においては3月から4月、5

月に向いて反省をし、そして計画をしていくわけですが、その中でやは

りこれだけの暫定予算組んであるんですが、団体とすれば1年の計画を

何にしていこうというのを組まれると思うんです。そこらでそこへ対し

てことし、まだ1年の方向性というのは政策的には出ないということは

わかるんですが、大体どのぐらいの、昨年出ておるんですが、今までで

ありましたら補助金関係では5％なり10％をカットしていくよというふ

うなことがされてきたわけですが、そこらの団体へ対する一つの方向性

といいますか、そこらがなされておるのかどうか。そうしないと非常に

団体としては1年の計を組むのには非常に困るんじゃないかと。 

 他の、この教育委員会関係だけでなくしてちょっとほかのほうでも聞

いたんですが、ことしは暫定があるために非常に計画が立てにくいんだ

ということで、やっぱり団体ということになれば収支が伴って収入がな
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いと事業ができないということがありますので、そこらがどのようにそ

の団体へ対しての話し合いがされておるのか、あるいはこうなるよとい

うふうなことが言ってあるのかどうか、そこをちょっとお聞かせをいた

だきたいと。以上です。 

○亀岡委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  先ほどの質問でございますが、279番のスポーツ振興団体育成事業費

の162万円、これは差し当たっては6月に開催をする、毎年度開催してお

ります中学校のハンドボールの大会においての運営補助金として時期的

な、6月ということで計上させていただいております。 

 他の団体等につきましては現在、先ほどもちょっと指摘がございまし

たように補助金の見直し等が過去ございまして、またさらに今現在各種

団体の補助金の要綱、これについて作成をしようということで今現在準

備を進めております。そして団体の皆さん方には4月冒頭には説明をさ

せていただく予定でおります。以上でございます。 

○亀岡委員長  よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

 明木委員。 

○明 木 委 員  学校教育管理費、ＡＬＴの関係ですけど、ＪＥＴから民間イングリッ

シュスクールに随意契約をした主な理由をお聞かせください。 

○亀岡委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育担当課長  大きくは2点ございます。 

 1点目は、ＡＬＴの指導力の質的な向上ということでございます。民

間の研修システムの中で教育のプロとしての研修を受けて学校に立つと

いうことで、そういう指導の質の向上ということを1点目は期待をして

おります。 

 それから2点目は、危機管理の問題であります。ＪＥＴからの派遣で

ありますと例えば病気等々で休んだときの代替派遣がございません。と

いうことで民間ですとそういったあたりはすぐに派遣をしてくれますの

で、派遣先に迷惑をかけないで済むという大きくはこの2点でございま

す。以上です。 

○亀岡委員長  明木委員。 

○明 木 委 員  教育長にお伺いします。12月の私の一般質問におけるＡＬＴの問題に

関して答弁をいただいています。それでは県のほうに、4人ないしは5人

だったと思うんですけど、それを要請していくというふうに言われてい

ますけど、今の課長の答弁でいけばそれには関係しない内容だと思うん

ですけど、そのあたりどのようにお考えなんでしょうか。 

○亀岡委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  当初は県のＪＥＴ計画に基づいてその派遣をということも当然考えて

おりました。しかし、ＡＬＴの質の問題といいますか、病気等で休んだ

ときの対応とかいうようなことをそうそう考えており、他の市町村の話

も聞く中でどっちがいいだろうかという本当の意味での悩みを持ちまし
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た。結果的に子どもにとってＡＬＴが来てくれることによって国際理解

も学力も高まるというために、今までの県からのＪＥＴ計画によります

派遣のことと、そしてプロポーザル方式でどういうふうな民間の方が提

案をしてこられるかということを再度もう一遍検討したわけでございま

す。そうすると県のほうから派遣をしてもらうのは、これは国の段階で

選ばれた人で、我々が要望いたしましてもそれ以外のことをチェンジし

てほしいということを言いましてもなかなかかえてもらえない。それか

ら休んでもらったときの交代要員をお願いするといってもなかなか来て

もらえないというようなこと等がございまして、最終的に先ほど課長が

申しましたように民間からの派遣という方向に踏み切ったという状況で

ございます。 

 先ほど明木委員が言われましたの私の基本的な考え方でございますけ

れども、実際に試行錯誤する中でより有効にこの費用を使いながら効果

を上げていくということで判断をさせてもらったというようにご理解い

ただきたいと思います。 

○亀岡委員長  明木委員。 

○明 木 委 員  ということは資料がこれ2月19日に出てるんですね、12月の一般質問

においてその答弁をいただいて、その間休み等もあったりして1カ月の

間に考え方が変わったということでしょうか。 

○亀岡委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  12月の段階ではそのように考えておりましたし、前からこのことにつ

いてどうだろうかということは頭の中で悩んでおったということが事実

でございますが、その段階で、質問の段階ではっきりとこういうふうに

しますというところの結論まで至っておりませんでしたので、そのよう

にし、予算の段階で最終的には予算部局のほうとの相談をさせてもらう

中で判断をさせてもらったということでございます。 

○亀岡委員長  明木委員。 

○明 木 委 員  これは本当に悪いというか、教育のプロでない者がＪＥＴから派遣さ

れているというふうにとらせていただいてよろしいんでしょうか。 

○亀岡委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  そういうふうにとらえると、プロが私は来ておるとは思ってはおりま

せん。やはり国際的な中で選ばれた人においでてもらっておると。 

 確かに語学力についてはすばらしいかもわかりません。しかし、指導

力という面で、あるいは一つのルールに沿って仕事をするということに

ついての考え方というのが前とは多少おいでになる方が違っておるんじ

ゃなかろうかなということから、県内でもＪＥＴ計画で派遣をされるよ

りも民間からの派遣がかなり多くなっているということはそういうこと

にも如実にあらわれておるんじゃなかろうかなと思いますし、先ほど大

下課長のほうが話をしましたような要因も大きな要因でございます。以

上でございます。 

○亀岡委員長  明木委員。 
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○明 木 委 員  それは例えば市の対応がＪＥＴに対して悪いというような評価が上が

っているようなことはないんでしょうか。そのために向こうからそうい

ういい人材が来ないという状況はないんでしょうか。と申しますのもこ

こで働いたＪＥＴが帰っていって、彼らはすごいネットワークを持って

います。インターネットによるメールの交換であり、そういうものを話

し合う場なりを持って動いていますが、その中で安芸高田市に来たＪＥ

Ｔの安芸高田市に対する評価はどのようになっているか、ご存じでしょ

うか。 

○亀岡委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  それぞれのおいでになったＡＬＴからいろんな要望についての話を聞

くことはございますけれども、要はこちらが考えている教育をそれぞれ

の学校でやってもらう人にＡＬＴとして選ばせてもらいたいというのが

私の本心でございまして、自分の考え方があるから自分の考え方は曲げ

られんからというようなことで来ていただいたのでは、安芸高田の英語

活動とか国際理解教育が教育長が考えている方向になかなか進まないと

いうこと、それからみずからの生活については自分できちんとやってい

ただくということが大前提でございます。しかし、そういうのがなかな

かうまくかみ合わなんだということがありまして意見の対立があったと

いうことが安芸高田市がフォローを十分にしていなかったということに

なっているのではなかろうかなというようには思いますけれども、基本

的には教育委員会としてこうしてもらいたいという一つの方式に基づい

てお願いをしておるわけでございまして、その方針に従って指導をして

もらいたい。 

 だからすべてのおいでになった方がどうだこうだということではござ

いませんけれども、そういう安芸高田に対する、市の教育委員会に対す

る批判があるということは私の方針に対する批判を持ってお帰りになっ

たんだろうと思いますけれども、私は私の筋を通していきたい、このよ

うに思っております。以上でございます。 

○亀岡委員長  明木委員。 

○明 木 委 員  済みません。ちょっと質問の内容がずれたのかもしれませんし、説明

不足かもしれませんけど、そういう面じゃなくて、教育の面じゃなくて

生活における対応面とか、そのあたりフォローアップが、サポート、そ

ういう支援が少なかったからじゃないかなというふうにお伺いしようと

したものでした。そのあたりについてもう一度お伺いします。 

○亀岡委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  そのことにつきましては日常の生活をされておる中で免税措置をする

とか、あるいは給与の振り込みをするとかいうようなことについてこち

らのミスがあっておくれたという、手違いがあったということは事実で

ございます。そのときにはこちらのエラーのある場合には丁重におわび

はさせていただいた、このように思っておるところでございます。その

分については私はご理解をいただいたんじゃなかろうかなと思いますし、
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何回もわかってもらうまで動いたというようには把握をしておるところ

でございます。 

 ただ、免税措置についての取り組みというのは、ＡＬＴそのものさん

には関係ございませんで、うちのほうが税務署に対する早目の措置をエ

ラーがあったということで、税務署に対しての対応をしたということで

ございます。 

○亀岡委員長  明木委員。 

○明 木 委 員  よくわからないんですけど、何かいろんな具体的な例が出るんですけ

ど、私、全般的に聞いてて、そういうふうに具体的なことを聞いている

わけじゃないんですね。全然私もなぜそんなにそういう具体的なことが

どんどんどんどん答弁されるかというのがちょっとよくわからないんで

すけど、全般的なことを聞いているわけで、何かちょっとその辺がよく

理解できないとこがあるんですけど、わかりました。じゃあ、全般的な

サポートのことについて聞いたんですけど、具体的に答弁をいただいた

ということで認識をしておきましょう。 

 それでは次の質問なんですけど、今回民間のイングリッシュスクール

から来られる方が生涯学習においてどのような対応をされるのか、お伺

いいたします。 

○亀岡委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  ただいまの質問でございますが、各地域での英会話教室の講師として

お願いをするつもりでおります。 

○亀岡委員長  ほかにありませんか。 

 金行委員。 

○金 行 委 員  1点お聞きします。少年自然の家が4月にオープンするんですけど、こ

れは暫定でありながら組んでありますが、これはいろいろ補正でもやり

ましたように順調に進んでいるか、スタートがおくれずにきちっとでき

るのか、その1点をお聞きします。 

○亀岡委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  ただいまの金行委員のご質問でございますが、ただいま工事内容とす

れば大方もう片づけ、清掃という段階でございます。先般の部分検査等

をしていただきまして、最終的には14日に最終の検査をしていただくと

いう運びになっております。 

 ですから4月1日、予定どおりに開館ができるというふうに思ってます。

以上でございます。 

○亀岡委員長  今村委員。 

○今 村 委 員  学校給食の関係でございますが、昨年、今年度を含めていろんな調査

をしてきたわけです。これにはそれに引き続きの案件が見当たらないわ

けですが、これはいわゆる本予算の中でお決めになる予定なのか、そこ

の観点だけお聞きをしたいと思います。 

○亀岡委員長  益田教育次長。 

○益田教育次長（兼）教育総務課長  ただいまのご質問でございますが、学校給食の再編問題につきまして
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は保育所の関係の給食も検討するということで、新年度においては企画

のほうで担当課としていただいて、教育委員会は教育委員会のほうでの

学校給食のあり方ということで新年度になりましてプロジェクトチーム

の中で検討していこうというように今のところ協議をいたしております。

以上でございます。 

○亀岡委員長  明木委員。 

○明 木 委 員  一つ聞き忘れてたので、簡単に聞きます。今5人の外国人教員、ＡＬ

Ｔがいるということですけど、ＪＥＴが帰ったら4人になりますけど、4

人でその後は行うのか、その4人は全部外国人なのか、もう一つは、そ

の4人はすべて市内に住居を持たれるのかどうか、その3つをお願いしま

す。3点について。 

○亀岡委員長  大下学校教育担当課長。 

○大下学校教育担当課長  今現在でありますけれども、19年度でありますが、ＪＥＴが3名おり

ます。そのうち3年のいわゆる標準的な任期というものを過ごす者が2名

おりまして、その2名が7月の終わりから8月の初めにかけて帰国をする

ことになっております。その補充も4名の中に入っておりますので、5名

の体制で、現在の予算の段階ではＪＥＴ1名、民間4名という配置を考え

ております。 

 それからすべてネーティブ外国人でございます。 

 それから市内に居住するかどうかにつきましては、今後、契約の中で

業者と話をしていかなければいけないことでありますので、今のところ

はお答えができない内容であります。以上です。 

○亀岡委員長  赤川委員。 

○赤 川 委 員  1件ほどお尋ねいたします。ページ数でいいますと21から22ページで

すが、事業番号の276の文化財保護事業費の中の補助金を250万というこ

とをさっき言われたと思うんですが、その補助金の中には何団体あって

幾らずつなのか、もう少し詳しくお伺いいたします。 

○亀岡委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  先ほどの赤川委員さんの質問でございますが、件数とすれば5件ござ

います。総額で204万9,000円でございまして、芸能保存会……。失礼し

ました。補助金は203万9,000円です。その内訳は、子ども歌舞伎保存会

の補助金が54万円、納涼盆踊り助成34万6,000円、毛利奉賛会補助金が7

万2,000円、安芸高田市神楽連絡協議会の補助金が30万、そして芸能保

存会というのが78万1,000円で5件分でございます。以上です。 

○亀岡委員長  ほかにありますか。 

  〔質疑なし〕 

 ないようでございます。質疑なしと認め、これをもって質疑を終了い

たします。 

 以上で本日の審議日程は全部終了いたしました。 

 次回は、3月10日午前10時から開会をいたします。 

 本日はこれにて散会いたします。 
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 ご苦労さまでした。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時５７分 散会 

 


